
ヴィジョン

「もったいない」パワーの活用で、
使い捨て社会からの離脱と
少ない資源の再利用!!

日本一ごみの少ない町を目指して!!

５グループ 地球環境・自然環境

現状・課題

ふじみ野市1人1日の家庭ごみの排出量 628.5g（県内１位）

行政 市民

ゴミに関する現状の課題

①家庭ゴミの削減
キエーロの利用促進

②ゴミ分別の周知・徹底
③事業者のゴミ削減
⇒食品ロスへの対策

①生ごみ処理機の普及
キエーロの認知度が低い

②独身世帯、主に男性、20代～30代
→分別の意識が比較的低い人が多い
→スマホ利用率は高い
※個人的見解です。

③行政施策の周知
→行政の施策が周知されていない

2

事例調査
小金井市は1人1日の家庭ごみの排出量 619.0g国内1位。
ふじみ野市はあと9.5g削減できれば全国トップとなる。

小金井市 vs ふじみ野市比較 ⇒人口推移や構成が非常に似通っている

小金井市 ふじみ野市

1日のゴミ排出/日 619.0g 628.5g

人口 117,272人 111,339人

世帯数 57,306世帯 48,390世帯

世帯当たりの人数 2.05人 2.30人

住民平均年齢 42.65才 43.56才

人口増加率 3.52% 高い 4.4% 高い

ゴミの分別 6パターン 6パターン

小金井市情報元「第２回小金井市まち・ひと・しごと創生総合戦略等検討委員会」
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/seisakukeikaku/keikakuto_09/sougou/machihito-2.files/machihitoshigoto-2.pdf

ふじみ野市住民基本台帳より
http://www.city.fujimino.saitama.jp/doc/2014103000285/

小金井市の行政取組

スマートフォンアプリ リユース食器の貸出

(住基データ
平成26年10月1日時点）

(同上）

(同上）
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市民の役割

・Reduce ⇒ゴミの削減（燃やすごみを減らす）
生ごみを燃やさない⇒ベランダ de キエーロの活用 ⇒将来 バイオマスエネルギーへ

食品ロスを減らす ⇒外食時に残さない。
環境に優しい店舗を選ぶ
オートファジーライフスタイル

「作りすぎない、食べ過ぎない」

・Recycle ⇒ゴミの分別の徹底
ゴミの分別実演勉強会の実施
スマートフォンアプリ（行政）⇒市民で口コミ拡散

・Reuse
リユース食器の活用（行政）
自治会のお祭り。イベント。その他
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推進・実現の方法

消費者庁HP
http://www.caa.go.jp/adjustments/pdf_data/131028_siryo3-3.pdf

コミュニティの形成
・SNS等でコミュニティを形成

⇒オートファジーによる若返りコミュニティ
・小食は若返り効果あり（プチ断食ブーム）

⇒ふじみ野市飲食店コミュニティ「グルふじ（仮称）」
（環境に優しい飲食店選び）

「食べきりメニュー」のある店舗の紹介

リユースの促進
・イベント、祭り

⇒リユース食器の利用

リデュースの促進
生ごみ処理機の浸透（家庭・事業者）
⇒キエーロの活用促進のための勉強会開催
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